
コンピュータのしくみと働き　音声等のデジタル表現    　　 組       番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　

下図を，短時間の音声の波形であるとみなす。

・音声データのデジタル化の流れを下図でつかもう。

・波形の正確さと情報量の関係を知ろう。 量子化 符号化
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音楽CDの場合，1秒当たり「縦軸0～65535，横軸1～44100」で記録（ディジタル化）される。


